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社 内 回 覧

2月度理事会の概要 1～ 5

◎官報 (号外第21号)消防庁告示 (平成28年 1月 29日 )
○必要とされる防火安全性能を有する消防の用に供する設備等に関する

省令第一条第二項の規定に基づくパケージ型消火設備の設置及び維持

に関する技術上の基準の一部を改正する件 (消防庁二)

○必要とされる防火安全性能を有する消防の用に供する設備等に関する

省令第二条第二項の規定に基づくパケージ型自動消火設備の設置及び

維持に関する技術上の基準の一部を改正する件 (消防庁三)

・・・・・・   6～ 13
◎日本経済新聞防災関連ニュース   ・・・・・・  13～ 14
0政府、 18年度までに開発「大規模火災向け消火ロボット」(2月 20日 )
○国交省、「ホテル防火設備、不備是正は31%」 (2月 20日 )
○大田区、「民泊で消防署と連携・防火設備点検など」(1月 30日 )
○配線器具で火災、誤使用目立つ (1月 31日 )

事務局だより

報情

・組合員情報
。共済制度について
。注文は今後もFAXで
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2月 度理 事 会議 事録

■   .t       ・  . : ■■       1・
:諄
催 甲時i:i平盛26年 2月 11自 (木)13時 00分～15時 00分
開催場所 : 文京シビックセンター 3階 C会議室

:     ■ l )メ   「 1 _ ': '■ ●r  ‐                         ・

理事総数 :  10人  ■  |  や` =:
出席理事数 :   8人 `|    |  =::`  ・ ■ ‐ ‐ l・

(1)理 事長挨拶

"忙

しぃと手 ろ恐縮でございます。磯部副理事長が都合で 1時間   .
早 く退席するので、次第の順序を若千変えさせて頂きますので宜

しくお願い致します。

.    ・|( 〕́.f i ‐ti lll:「

(2)業務報告      t   i

①事務局運営 ,渉外        i  :    ~
2月  2日 (火).       =   ‐ ●
千代由サニビス鞠 山川部長   ‐ ・  1 ~

東京海上自動■齋由氏、森山氏   ・
‐ ‐・i t

‐  打合を 古未富1理彗葺:由野彗霧高裳 :l・ |`・ ,,

‐   .・ 111   ,`:l  .‐   :_2月 10日  しκ)`
東京第5支蔀 支部会開

彗長、
‐
1昔曇暑≧彗子鴬島£蓄摯広江理事長、磯部副理事

岡野事務局長     出席

2月 17日 (水)   ‐

国土交通省住宅局建築指導課

課長補佐  山口義敬氏 訪問
広江理事長、1岡野事務局長



② 事務局報告
2月  2日 (火 )
古木副理事長、岡野局長、水落課長で 3月 に行 う予定の

キャンペーンの打合せを行 う。

③広報

機関紙の記事を充実させるという点で星出弁護士にコラムの

執筆をお願いして了承を得られた。同紙のボリュームアップ

を図る。

④教育

甲 3類の受験準備講習会は 7月 受験に向けて 6月 初旬に行 う
ことに決定。

理事長より講習会でのビデオ撮影は出来ないのかとの考えに

現状では課題が多いのではと松原理事から意見がでた。

磯部教育担当理事より講習会の実情が報告され、受講者が

少なく、講習会が成立しない時もある。講師に断 りの連絡を

し、会場のキャンセルなど担当者の心的負担は大きい。

理事長より、受験準備の講習会だけでなく隔年でもよいので

他の分野の講習を行つてみてはとの意見が出た。

局長が財政の観点より講習料 (現行 3000円 )の アップを検
討すべき時がきているのではと意見を述べた。理事長は、教

育は組合活動の 3本柱の一つなので普及を図るため現行料金
の継続を主張した。

講習会料金に関して多数の理事より無料でも良いのでは

との意見があり次回の理事会で話 し合つて決定することと

なった。

⑤福利厚生・企画

古木副理事長より、28年賀詞交歓会の収支報告が行われ
総収入―総支出は若干マイナスではあったが予算 との比較
では内輪の金額で収まった。

０
４



⑥財務 。共同購買

1月 の売上は前年に比べ大きな件名がなかつたので多少

下回るが受注件数では見劣りはしない。2月 は前年同期の

数字を上回ることは確定している。

財務的には、厳しい局面が続くがキャンペーン・セール

等を行い、少しでも挽回を図りたい。

⑦開発 : 開発に関しては特にない。

③研究部会 : 特になし。

⑨防排煙検討委員会 : 現在のところ活動はなし。

⑩青年部

1月 29日 (金 )、 青年部の新年会が池袋の居酒屋で行われた。

出席者 15名 。榊アシス トの佐藤氏、テク ト側の堀氏が

青年部を卒業することとなった。

⑪支部運営促進

中島支部担当理事より 2月 10日 に開催された第 5支部会の

報告が行われた。

石毛支部長の支部活動活性化の取り組みを理事はサポー ト

して行こうことで一致した。また、支部会員より人手不足

ついての話がでて、その深刻化に対し、組合員の意見や考

えを取 りまとめ対策を検討することが大事であるとい う

こととなり、各支部会で取 り上げていくこととなった。

⑫その他の事業について : 特になし。

(3)議案の審議

第 1号議案  第 49回通常総会について
* 役員の改選
広江理事長は、本日出席している理事は全員留任して欲

しいとの意向を述べた。これに対し理事一人ひとりが



自らの進退についての話をした。

* 役員の任期
いろいろな事情で 2年の任期が難しいと考えている
理事が多い。任期 1年で考えられないかということに

なり、理事長は相談役の意見を開くと,い う事になった。
* 総会懇親会について
現在、総会懇親会は無料だが財政上の観点から会費制

を考えても良いのではとつ意見があり、これも相談役の

意見を参考に考えて行こうということになった。

第 2号議案 その他
特になし。

次回理事会予定 平成 28年 3月
文京シビックセンタ‐

18日  (金)15:00～ 17:00
3階 A会議室
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平成 28年 2月 度業務報告

・月 日 (曜)    ・内 容 等           ・来局理事等

1月 25日 (月 ) 業務決裁  ・・・・  広江理事長 (会社にて)

2月  2日 (火) 千代田サービス鞠 山川氏、      来局
東京海上自動  齋田氏、森山氏
打合せ 古木副理事長、岡野事務局長

2月  4日 (木) (一財)あんじん財団    澤村氏 来局

2月 10日 (水) 東京第 5支部 支部会開催  文京シビックセンター
広江理事長、磯部副理事長、中島専務理事

武藤理事、岡野事務局長  出席

2月 16日 (火)  経営診断 。・・小出会計

2月 17日 (金) 国土交通省 住宅局 建築設備課
課長補佐 山口義敬  面談
広江理事長、岡野事務局長

2月 18日 (火) 2月 度理事会       文京シヒ゛ッタセンター



平成28年 1月 29日 金曜日 官 (号外第21号)(3分冊の1)報
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平成 28年 1月 29日  金曜日 官 報 (号外第 21号 )23
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こ
と
．

の
状
態
を
い
う
。）
に
お
い
て
行
う
こ
と
。

れ́
ず
、
か
っ
、
放
射
が
終
了
し
て
か
ら
二
分
を
経
過
す
る

に事鳳麟に鴻由な「襲漱耐「狙
「なれ薇一歩「」耐“赫袷「』』̈
ｋ開雛対％」
「とｒから因まで」を「次」

）
．

附
　
則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

一一無黎赫轄̈
癬む』轟づ（令く必（絆勁〔帖寿螂］鐸蒔癬

”を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
消
防
庁
長
官
　
佐
々
木
敦
朗

平
成
二
十
八
年

一
月
二
十
九
日
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(号外第 21号 ) 24

第
二
第
■
四
号
中

「選
択
弁
」
を

「選
択
弁
等
」
に
改
め
、
「拡
大
」
を
削
り
、
同
号
を
同
第
十
七
号
と
し
、
第
二
中

第
九
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
を
三
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
第
八
号
の
三
中

「及
び
」
を

「、
及
び
」
に
改
め
、
同
号
を

同
第
十

一
号
と
し
、
第
二
中
第
二
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第

一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前

に
次
の
二
号
を
加
え
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

一　
１
型
　
第
六
、

設
備
を
い
う
一

一
一　
Ｉ
型
　
第
六
、

設
備
を
い
う
。

第
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
「

第
ニ
　
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
自
動
消
火
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
防
火
対
象
物

パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
自
動
消
火
設
備
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
防
火
対
象
物
又
は

そ
の
部
分
に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

一　

Ｉ
型
　
消
防
法
施
行
令

（昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
十
七
号
。
以
下

「令
」
と
い
う
。）
第
十
二
条
第

一
項
第

一

号
、
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
九
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分

（令
第
十
二
条

第
二
項
第
二
号
口
に
規
定
す
る
部
分
を
除
く
。）
の
う
ち
、
令
別
表
第

一
国
項
若
し
く
は
内
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象

物
又
は
同
表
関
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
同
表
国
項
若
し
く
は
因
項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ

る
部
分
で
、
延
べ
面
積
が

一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の

一
一　
Ⅱ
型
　
令
第
十
二
条
第

一
項
第

一
号
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
で
、
延
べ
面
積
が
二

百
七
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の

（易
燃
性
の
可
燃
物
が
存
し
消
火
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。）

第
四
第

一
号
中

「防
火
対
象
物
の
」
を

「防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
の
う
ち
、」
に
改
め
、
同
第
二
号
後
段
を
削
り
、

同
第
二
号
中

「そ
の
」
を

「当
該
設
備
の
」
に
、
「同
時
放
射
区
域
」
を

「各
同
時
放
射
区
域
」
に
改
め
、
同
第
四
号
中

「設
け
る
」
を

「設
置
す
る
」
に
改
め
、
同
第
六
号
中

「バ
ッ
ケ
ー
ジ
型
自
動
消
火
設
備
の
消
火
薬
剤
」
を

「Ｉ
型
に

あ
っ
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
消
火
薬
剤
」
に
、
「場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
に
よ
る
」
を
「
」
と
が
で
き
る
」

に
改
め
、
同
号
い
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

Ｈ
　
隣
接
す
る
同
時
放
射
区
域
間
の
設
備
を
共
用
し
な
い
こ
と
．
た
だ
し
、
次
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
こ
と
．

イ
　
隣
接
す
る
同
時
放
射
区
域
が
建
築
基
準
法
施
行
令

（昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
三
十
八
号
）
第
百
七
条

若
し
く
は
第
百
七
条
の
二
に
規
定
す
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
壁
若
し
く
は
間
仕
切
壁
又
は
こ
れ
ら
と
同

等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
壁
若
し
く
は
間
仕
切
壁
で
区
画
さ
れ
、
か
つ
、
開
口
部
に
建
築
基
準
法

（昭
和
二

十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
二
条
第
九
号
の
こ
口
に
規
定
す
る
防
火
設
備
で
あ
る
防
火
戸
が
設
け
ら
れ
て

い
る
場
合

日
　
入
所
者
が
就
寝
に
使
用
す
る
居
室
以
外
で
あ
っ
て
、
講
堂
、
機
能
訓
練
室
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

で
、
可
燃
物
の
集
積
量
が
少
な
く
、
か
つ
、
延
焼
の
お
そ
れ
が
少
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
所
に
設
置
す
る
場

〈ロ

ハ
　
イ
又
は
口
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
令
第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
の
二
に
規
定
す
る
床
面
積
の
合
計
が
千

平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
に
設
置
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
火
災
が
発
生
し
た
同
時

・　
　
放
射
区
域
以
外
の
同
時
放
射
区
域
に
対
応
す
る
防
護
区
域
に
設
け
る
放
出
日
か
ら
消
火
薬
剤
が
放
射
さ
れ
な

籍
四
第
か
議
晰
性
職
雌
対
残
陽
汚
型
自
動
消
火
計
備
は
ど
を
証
リ
ギ
放
出
で
き
る
も
の
で
み
る
」
を

「放
射
で
き
る

パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
自
動
消
火
設
備
を
用
い
る
」
に
改
め
、
同
号
日
中

「バ
ツ
ケ
ー
ジ
型
自
動
消
火
設
備
の
」
を
削
り
、
「も

の
で
あ
る
」
を

「バ
ツ
ケ
ー
ジ
型
自
動
消
火
設
備
を
用
い
る
」
に
改
め
、
第
四
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

七
　
パ
ツ
ケ
ー
ジ
型
自
動
消
火
設
備
の
放
出
口
は
、
消
防
法
施
行
規
則

（昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
．
以
下

「規
則
」
と
い
う
。）
第
十
三
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
部
分
以
外
の
部
分
に
設
け
る
こ
と
。

八
　
第
十
七
第
二
号
国
の
火
災
拡
大
抑
制
試
験
に
お
い
て
、
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
加

熱
開
始
後

一
定
の
時
間
建
築
基
洋
法
施
行
令
第
百
八
条
の
二
各
場
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
性
能
を
有
す
る
材
料

で
壁
及
び
天
丼
の
室
内
に
面
す
る
部
分
の
仕
上
げ
を
し
た
試
験
室
の
み
を
用
い
て
消
火
性
能
を
判
定
し
た
パ
ッ

ケ
ー
ジ
型
自
動
消
火
設
備
の
放
出
口
に
あ
っ
て
は
、
壁
及
び
天
丼

（天
丼
の
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
屋
根
）
の

室
内
に
面
す
る
部
分

（回
り
縁
、
窓
台
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
除
く
。）
の
仕
上
げ
を
当
該
材
料
と
同
等

以
上
の
性
能
を
有
す
る
材
料
で
し
た
部
分
に
の
み
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

第
十

五
及
び

第
十

六

に
お

い
て
Ｉ
型
と
し

て
定

め

る
性
能

を
有
す

る
パ

ッ
ケ

ー
ジ

型
自

動
消
火

第
十

五
及
び

第
十

六

に
お

い

て
Ⅱ
型

と
し

て
定
Ｌ

る
性

能

を
有
す

る
パ

ツ
ケ

ー
ジ
型
自

動
消

火

第
五
第
一
号
中

「バ
ツ
ケ
ー
ジ
型
自
動
消
火
設
備
に
表
示
さ
れ
て
い
る
防
護
区
域
を
有
妨
に
包
含
す
る
よ
う
に
」
を

「当
該
感
知
部
に
係
る
警
戒
区
域
及
び
当
該
放
Ｌ
口
に
係
る
防
護
区
域
が
一
の
同
時
放
射
区
域
を
有
効
に
包
含
す
る
よ

う
に
、」
に
改
め
、
同
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四
　
床
面
か
ら
倣
出
日
の
取
付
け
面

（放
出
口
を
取
り
付
け
る
天
丼
の
室
内
に
面
す
る
部
分
又
は
上
階
の
床
若
し
く

は
屋
根
の
下
面
を
い
う
。）
ま
で
の
高
さ
は
、
次
の
い
又
は
０
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
日
又
は
０
に
定

め
る
高
さ
と
す
る
て
と
。

Ｈ
　
Ｉ
型
　
一
一　
四
メ
ー
ト
ル

（第
十
七
第

一
号
の
消
火
試
験
を
別
図

一
に
示
す
Ａ
模
型
を
使
用
し
感
知
部
と
連

動
さ
せ
た
状
態
で
行
っ
た
結
果
、
二
■
四
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
高
さ
で
消
火
性
能
が
確
認
で
き
た
場
合
に
あ
っ

て
は
、
当
該
高
さ
）
以
下

０
　
■
型
　
一
一　
五
メ
ー
ト
ル

（第
十
七
第
二
号
の
消
火
試
験
を
行
っ
た
結
果
、
二
「
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
高

さ
て
消
火
性
能
が
確
認
で
き
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
高
さ
）
以
下

第
五
第
六
号
後
段
を
削
り
、
同
第
八
号
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
■
型
に
つ
い
て
こ
れ
ら
を
難
燃
性
の
箱
に
収
納
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
点
検
に
使
利
な
箇
所
に
設

置
す
れ
ば
足
り
る
こ
と
。

第
六
第
十
四
号
を
同
第
十
五
号
と
し
、
同
第
十
三
号
中

「
■
つ
の
」
を

「
一
の
」
に
改
め
、
同
号
を
同
第
十
四
号
と

し
、
同
第
十
二
号
を
同
第
十
三
号
と
し
、
同
第
十

一
号
中

「、
又
は
」
を

「又
は
」
に
改
め
、
同
号
を
同
第
十
二
号
と

し
、
第
六
中
第
六
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を

一
号
ず
つ
繰
，
下
げ
、
同
第
五
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

エハ
　
主
電
源
に
電
池
を
用
い
な
い
こ
と
。
た
だ
し
ヽ
次
に
適
合
す
る
パ
ツ
ケ
ー
ジ
型
自
動
消
火
設
備
（Ⅱ
型
に
限
る
。）

に
つ
い
て
当
該
一設
備
を
有
効
に
作
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
容
量
を
有
す
る
電
池
を
用
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
こ
と
。

０
　
電
池
の
交
換
が
容
易
に
で
き
る
こ
と
。

日
　
電
池
の
電
圧
が
パ
ッ
サ
■
ジ
型
泊
動
消
火
設
備
を
有
効
に
作
動
で
き
る
電
圧
の
下
限
値
と
な
っ
た
こ
と
を
七

十
二
時
間
以
上
点
滅
表
示
等
に
よ
り
自
動
的
に
表
示
し
、
又
は
そ
の
旨
を
七
十
二
時
間
以
上
音
等
に
よ
り
伝
達

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

第
八
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
「

第
八
　
放
出
口
及
び
放
出
導
管

放
出
口
及
び
放
出
導
管
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一　
金
属
材
料
で
造
る
こ
と
。
た
だ
し
、
火
災
に
よ
っ
て
生
ず
る
熱
に
よ
り
変
形
、
損
傷
等
が
生
し
な
い
措
置
を
講

ず
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
こ
と
。

二
　
耐
圧
試
験

（消
火
器
の
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令

（昭
和
三
十
九
年
自
治
省
令
第
二
十
七
号
。
第
九
第

一

号
に
お
い
て
「消
火
器
規
格
省
令
」
と
い
う
。）
第
十
二
条
第

一
項
第

一
号
の
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
試
験
を
い
う
。）

を
行
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
漏
れ
を
生
ぜ
ず
、
か
つ
、
変
形
を
生
じ
な
い
こ
と
．

〓
一　
内
面
等
の
放
射
に
関
係
す
る
部
分
は
、
平
滑
に
仕
上
げ
る
こ
と
。

四
　
放
出
口
の
取
付
け
部
と
放
出
導
管
は
、
確
実
に
取
り
付
け
る
こ
と
。

五
　
管
継
手
は
、
放
出
導
管
を
確
実
に
接
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

一ハ
　
消
火
薬
剤

（蓄
圧
式
の
貯
蔵
容
器
に
あ
っ
て
は
、
消
火
薬
剤
及
び
加
圧
用
ガ
ス
）
を
貯
蔵
す
る
容
器
か
ら
放
出

口
ま
で
の
放
出
導
管

（Π
型
に
係
る
も
の
に
限
る
。）
の
長
さ
は
、
十
メ
ー
ト
ル
以
下
と
す
る
こ
と
。

七
　
前
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
火
源
を
検
知
し
方
向
を
定
め
て
消
火
薬
剤
を
放
射
し
、
火
災
を
消
火

す
る
方
式
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

Ｈ
　
自
動
的
に
、
か
つ
、
確
実
に
火
源
の
位
置
を
検
知
で
き
る
こ
と
。

国
　
自
動
的
に
放
出
口
を
消
火
の
た
め
に
有
効
な
方
向
に
向
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

日
　
破
出
回
は
、
消
火
薬
剤
を
消
火
の
た
め
に
有
効
な
分
布
で
放
射
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

第
九
第

一
号
中

「、
第
二
十
五
条
第

一
項
」
を
削
り
、
同
第
二
号
中

「消
火
薬
剤
の
放
出
」
を
「Ｉ
型
に
あ
っ
て
は
、

消
火
薬
剤
の
放
射
｝
に
改
め
る
。　
　
　
・

3
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第
十
第

一
号
中

一
第
八
第

一
号
い
か
ら
日
ま
で
」
を

「第
八
第

一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
」
に
政
め
、
同
第
二
号
中

「放

出
」
を

「旗
射
」
に
改
め
る
。

第
十

一
第
二
号
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、　
一
の
警
戒
区
域
か
ら
二
以
上
の
異
な
る
火
災
信
号
を
受
信
し
、
作
動
装
置
等
に
起
動
信
号
を
発
信
し

た
後
に
お
い
て
、
異
な
る
警
戒
区
域
か
ら
二
以
上
の
異
な
る
火
災
信
号
を
受
信
し
た
場
合
に
は
、
起
動
信
号
を
発

信
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
。

第
十

一
第
七
号
中

「講
じ
る
」
を

「講
ず
る
」
に
改
め
る
。

第
十
二
中

「バ
ッ
ヶ
ｌ
ジ
型
自
動
消
火
設
備
」
の
下
に
穴
Ｉ
型
に
限
る
。）
」
を
加
え
、
同
第

一
号
中

「第
八
第

一
号

日
か
ら
日
ま
で
」
を

「第
八
第

一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
第
二
号
中

「当
該
」
を

「火
災
の
発
生
し
た
警

戒
区
域
に
対
応
す
る
」
に
改
め
る
。

第
十
三
中

「電
気
を
使
用
す
る
パ
ッ
ヶ
ｌ
ジ
型
泊
動
消
火
設
備
」
を

「パ
ッ
ヶ
ｌ
ジ
型
自
動
消
火
設
備

（注
電
源
に

電
池
を
用
い
る
も
の
を
除
く
。）」
に
改
め
る
．

第
十
四
第
二
号
中

「電
源
の
電
圧
を
次
の
範
囲
内
で
」
を

「次
の
日
又
は
日
に
掲
げ
る
電
源
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
日
又
は
日
に
定
め
る
範
囲
内
で
電
圧
を
」
に
改
め
、
同
号
Ｈ
中
「以
下
」
の
下
に
穴
主
電
源
に
電
池
を
用
い
る
パ
ッ

ケ
ー
ジ
型
自
動
消
火
設
備
に
あ
っ
て
は
、
供
給
さ
れ
る
電
力
に
係
る
電
圧
変
動
の
下
限
値
以
上
上
限
値
以
下
と
を
加
え

Ｚ
つ
。第
十
五
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
一　
次
の
０
又
は
国
に
掲
げ
る
区
分
に
応
ｔ
、
そ
れ
ぞ
れ
０
又
は
い
に
定
め
る
量
以
上
の
量
を
放
肘
で
き
る
こ
と
。

印　Ⅱ‐型　赫鱒婆れ́れ置淵μ韓調の粋墨取朧肇景̈
棘廿嘔い日々
レい詢量

第
十
六
か
ら
第
十
八
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
六
　
消
火
性
能

パ
ゾ
ケ
ー
ジ
型
自
動
消
火
設
備
の
消
火
性
能
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定

め
る
試
験
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
。

一　

Ｉ
型
　
第
十
七
第

一
号
０
の
第

一
消
火
試
験

（第
八
第
七
号
に
定
め
る
放
出
口
を
有
し
な
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
自

動
消
火
設
備
に
つ
い
て
試
験
を
行
う
場
合
に
限
る
。）
又
は
第
十
七
第

一
号
日
の
第
二
消
火
試
験

二
　
Ⅱ
型
　
第
十
七
第
二
号
日
の
第

一
消
火
試
験
、
同
号
国
の
第
二
消
火
試
験
及
び
同
号
日
の
火
災
拡
大
抑
制
試
験

第
十
七
　
消
火
試
験

パ
ツ
ケ
ー
ジ
型
自
動
消
火
設
備
の
消
火
性
能
を
判
定
す
る
消
火
試
験
の
方
法
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
．

一　

Ｉ
型
に
お
け
る
消
火
試
験
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
．

０
　
第

一
消
火
試
験
は
、
イ
か
ら
へ
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
判
定
は
卜
の
規
定
に
よ
り
行
う
こ
と
。

イ
　
別
図

一
に
示
す
Ａ
模
型
及
び
Ｂ
模
型
を
用
い
る
こ
と
。

口
　
Ａ
模
型
及
び
Ｂ
模
型
は
、
防
護
区
域
内
の
任
意
の
場
所
に
そ
の
模
型
の
平
面
の
三
分
の
二
以
上
が
防
護
区

・　
　
　
域
内
と
な
る
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
置
く
こ
と
。

ハ
　
Ａ
模
型
の
燃
焼
な
べ
に
い
四
　
〇
リ
ッ
ト
ル
の
ノ
ル
マ
ル
ヘ
プ
タ
ン
を
入
れ
、
点
火
す
る
こ
と
。

一
一　
放
出
口
は
、
床
面
上
二
　
四
メ
ー
ト
ル
の
天
丼
面
に
取
り
付
け
、
点
火
し
て
か
ら
三
分
後
に
、
放
出
日
か

ら
消
火
薬
剤
を
放
射
し
、
消
火
を
開
始
す
る
こ
と
。

ホ
　
放
射
が
終
了
し
た
後
、
た
だ
ち
に
Ｂ
模
型
の
鉄
製
皿
に
Ｏ

・
四
リ
ッ
ト
ル
の
ノ
ル
マ
ル
ヘ
プ
タ
ン
を
入
れ

て
点
火
し
、
消
火
薬
剤
の
放
射
開
始
か
ら
二
十
分
を
経
過
す
る
ま
で
燃
焼
さ
せ
る
と
と
も
に
Ｂ
模
型
の
中
心

上
の
天
丼
面
下
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
位
置
の
温
度
を
測
定
す
る
こ
と
。

へ
　
無
風
の
状
態

（風
速
〇
　
五
メ
ー
ト
ル
毎
秒
以
下
の
状
態
を
い
う
。
ロ
ト
及
び
第
十
九
第
四
号
因
に
お
い

て
同
じ
．）
に
お
い
て
行
う
こ
と
．

ド
　
次
の
田
及
び
②
を
満
足
す
る
場
合
に
、
こ
の
試
験
に
適
合
す
る
も
の
と
判
定
す
る
こ
と
。

田
　
Ａ
模
型
に
つ
い
て
、
消
火
薬
剤
の
放
射
を
開
始
し
て
か
ら
三
分
後

（放
射
時
間
が
三
分
以
下
の
も
の
に

あ
っ
て
は
放
射
が
終
了
し
た
時
）
に
炎
が
認
め
ら
れ
ず
、
か
つ
、
放
′射
終
了
後
、
放
射
を
開
始
し
て
か
ら

０
　
叶
齢
襄
際
瑯
け
し
は
パ
わ
「
庇
へ再
翔
九
劾
¨
鵬
騎
中
に
測
定
し
た
温
度
の
上
昇
が
、
消
火
薬
剤
の
放
射

を
開
始
し
て
か
ら
二
十
分
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
、
百
七
十
度
を
超
え
な
い
場
合

二一岬陣峰［̈
『】れす〕叫時中中〕」は一察い一断麟詢鵬働欧ば離型潮拒却獅畔饉針ｎ″号

ホ
　
パ
ッ
ヶ
ｌ
ジ
型
自
動
消
火
設
備
に
適
切
な
措
置
を
施
し
、
ハ
で
確
認
さ
れ
た
放
射
パ
タ
ー
ン
と
な
ち
よ
う

へ一詢岬̈
っい嘲轟罐［』動椰』』」韓げ強製枷燎和肝翻刊″卦０わ孵ュき初（″〕レ蛯臥聾

の
中
心
上
の
天
丼
面
下
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
位
置
の
温
度
を
測
定
す
る
こ
と
。

卜
　
無
風
の
状
態
に
お
い
て
行
う
こ
と
。

ｍ】̈
御躍［動一』』”“時赫ユｒ雅̈
鰤』一一乖一̈い］韓］瞬赫』」裁ｒ、かつ、放射

Ｄ
　
Ｂ
模
型
に
つ
い
て
、
ノ
ル
マ
ル
ヘ
プ
タ
ン
の
燃
焼
中
に
測
定
し
た
温
度
が
、
消
火
薬
側
の
放
射
を
開
始

し
て
か
ら
二
十
分
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
、
百
七
十
度
以
上
に
上
昇
し
な
い
場
合

話嘲
緊
瘍
蹴
曜
膠
群
網
騨
降
豪
脂
」一晰製牌
一酬鉾齢野耐経

図
三
に
示
す
位
置
に
置
く
こ
と
。

口
　
放
出
口
を
別
図
三
に
示
す
位
置
に
取
り
付
け
る
こ
と
。

ハ
　
各
Ｃ
模
型
全
体
に
そ
れ
ぞ
れ
エ
タ
ノ
ー
ル
五
十
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
を
散
布
し
、
点
火
す
る
こ
と
。

二粉坤絆帷］̈
］『ゆ赫】ノ、再し轟「』一』攀轟幸棒い動̈
碁紳蹄射『い一動郊『麻お尋嗜「一一

イ
　
別
図
四
に
示
す
Ｄ
模
型
を
別
図
五
に
示
す
位
置
に
置
く
こ
と
。

和　政鞘如崚翻細商燎断，
一位一一蜘”附川』パ腱ざルヘプタンを入れて点火し、五分間予燃し

二一讐一̈
一けりい̈
”一一̈
一轟一』辞̈
一】勒棉い轟̈市一い〕̈
』神いい一］一̈
一̈

】　剛岬燃は蒜村哺競墜腋齢臓醍面的れただ具模型二個を用い、Ｆさ六ミリメートルの不燃材

ハ
料
詢
鮭
凱
疏
承
拒
腱
ピ
ヽ
感
知
部
及
び
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ト

（標
示
温
度
七
十
二
度
で
感
度
種
別
が

一

一一　詢緊詢昧期稲繹睦捌麹豚」林，新添旗踊］腑尉“に象暉域が別図六に示す試験用同時放射

ホ区触続麟め∝砲欝吋％は局∝だいめ男
謙
籠
螺
褥
型』葬
納
憂
員

と
も
に
、
家
具
模
型
に
点
火
す
る
こ
と
．

‐l日
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へ
　
次
の
０
か
ら
０
を
満
足
す
る
場
合
に
、
こ
の
試
験
に
適
合
す
る
も
の
と
判
定
す
る
こ
と
。

田
　
別
図
六
に
示
す
熱
電
対
ａ
及
び
熱
電
対
ｂ
に
お
い
て
測
定
さ
れ
た
温
度
が
、
点
火
し
て
か
ら
三
十
分
を

経
過
す
る
ま
で
の
間
、
い
ず
れ
も
三
百
十
五
度
を
超
え
な
い
こ
と
。

②
　
別
図
六
に
示
す
熱
電
対
ｃ
に
お
い
て
測
定
さ
れ
た
温
度
が
、
点
火
し
て
か
ら
三
十
分
を
経
過
す
る
ま
で

の
間
、
九
十
三
度
を
超
え
ず
、
か
つ
、
三
分
間
以
上
継
続
し
て
五
十
四
度
を
超
え
な
い
こ
と
。

０
　
別
図
六
に
示
す
熱
電
対
ｄ
に
お
い
て
測
定
さ
れ
え
温
度
が
、
点
火
し
て
か
ら
三
十
分
を
経
過
す
る
ま
で

の
間
、
二
百
六
十
度
を
超
え
な
い
こ
と
。

０
　
点
火
し
て
か
ら
二
十
分
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
、

作
動
し
な
い
こ
と
。

第
十
八
　
消
火
薬
剤
の
種
類
及
び
貯
蔵
量

パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
自
動
消
火
設
備
に
使
用
す
る
消
火
薬
剤
の
種
類
及
び
貯
蔵
量
は
、

よ
る
。

一　
消
火
薬
剤
の
種
類
は
、
次
の
日
又
は
国
に
掲
げ
る
区
分
に
応
し
、

ン
」
■
」
。

Ｈ
　
Ｉ
型
　
第
十
九
第

一
号
に
定
め
る
強
化
液
、
第
十
九
第
二
号
に
定
め
る
第

一
種
機
械
泡
若
し
く
は
第
二
種
機

械
泡
又
は
第
十
九
第
二
号
に
定
め
る
第

一
種
浸
潤
剤
等
入
り
水
、
第
二
種
浸
潤
剤
等
入
り
水
若
し
く
は
第
二
種

浸
潤
剤
等
入
り
水

国
　
Ⅱ
型
　
第
十
九
第
二
号
に
定
め
る
第
二
種
浸
潤
剤
等
入
り
水

二
　
消
火
薬
剤
の
貯
蔵
量
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
縄
け
る
消
火
薬
剤
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲

げ
る
区
分
及
び
防
護
面
積
に
応
じ
た
量
以
上
の
量
と
す
る
こ
と
。

第
二
種
浸
潤
剤
等
入
り
水

第
二
種
浸
潤
剤
等
入
り
水

第

一
種
漫
潤
剤
等
入
り
水

第
二
種
機
械
抱

第

一
種
機
械
泡

強
化
液 消

火
薬
剤
の
種
類

九
十
四

百
四
十

一

三
百
三
十
四

百
四
十

一

二
百
三
十
四

二
百
三
十
四

防
護
面
積
十

に
坪方
リー

Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
型

消

火

薬

剤

の

貯

蔵

量

（リ
ツ
ト
ル
）

百
五
十
二

二
百
二
十
七

三
百
七
十
八

二
百
二
十
七

三
百
七
十
八

三
百
七
十
八

十

一
平

方

メ
ー
ト
ル

三
百
四
十
五

三
百
六
十
八

六
百
十
二

三
百
六
十
八

六
百
十
二

六
百
十
二

防
護
面
積
三

十

四

平

方

メ
ー
ト
ル

三
百
九
十
六

五
百
九
十
四

・九
百
九
十

五
百
九
十
四

九
百
九
十

九
百
九
十

怖
遂輌搬
施

メ
ー
ト
ル

十 防
穫
面
積
十

三
平
方
メ
ー

ト
ル Ⅱ

型

舞

十

九
製

「
‐こ
渦

対
鶏
絢
鵠

緋
鋼

蹴
だ
」

粉

「
以
世

姓
封
縄

∝
慢

Ｆ
等

は
、
次

の
各

号
」

に
改
め
、
同
第

一
号
か

ら
第

四

号

ま

で
を
次

の
よ

う

に
改

め

る
。

一
　

強

化
液

は
、

ア
ル
カ

リ
金
属
塩

類

を
含

有
す

る
水
溶

性

の
消
火
薬
剤

で
、
次

に
適

合
す

る
も

の
と
す

る

こ
と
。

日

　
著
し

い
毒
性

又
は
腐

食
性

を
有

し

な

い
も

の
で
あ

つ
て
、

か

つ
、
著

し

い
毒

性

又
は
腐

食
性

の
あ

る
ガ

ス
を

発
生

し
な

い
も

の

で
あ

る

こ
と
。

日
一　
結

晶

の
析
出

、
溶

液

の
分

離
、
浮
遊

物

又
は
沈

殿
物

の
発
生

そ

の
他

の
異
常

を
生

じ
な

い
も

の

で
あ

る

こ
と
。

日

　
浸

潤
剤

等
を

混
和
し
、

又
は

添
加
す

る
場
合

に
あ

つ
て
は
、
消

火
薬
剤

の
性

状

又
は
性
能

に
悪

影
響

を
与
え

な

い
浸

潤
剤
等

を
使

用
す

る

こ
と

。

回
　
腐

敗
、
変

質
等

の
お
そ
れ

の
な

い
も

の

で
あ

る

こ
と
。

試
験
室
に
設
置
さ
れ
た
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ツ
ト
が

次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

そ
れ
ぞ
れ
０
又
は
国
に
定
め
る
種
類
と
す
る

ア
ル
カ
リ
性
反
応
を
呈
す
る
こ
と
。

凝
固
点
が
零
下
三
十
度
以
下
で
あ
る
こ
と
。

第
四
号
の
試
験
に
適
合
す
る
こ
と
。

第

一
種
機
械
泡
及
び
第
二
種
機
械
泡
“

一
種
機
械
泡
及
び
第
二
種
機
械
泡
は
、
化
学
反
応
に
よ
ら
ず
消
火
効
果
を
有
す
る
泡
を
生
成
す
る
水
溶
性
の

回
　
凝
固
点
は
、
使
用
温
度
の
下
限
値
未
満
で
あ
る
こ
と
．

第

一
種
浸
潤
剤
等
入
り
水
、
第
二
種
浸
間
剤
等
入
り
水
及
び
第
二
置
曼
間
靱
等
入
り
κ
☆

一籠膿嘲湘嬌軌絢ｕ一鵜ｔ躍朧潮『噂級“財微田薄た畷満調嘲疇以詢臥醜ざ媛郡Ⅷ眸凄始獅

す
る
水
溶
性
の
消
火
薬
剤
で
、
第
二
号
Ｈ
か
ら
回
ま
で
及
び
Ｈ
並
び
に
前
号
け
の
規
定
に
適
合
す
る
す
０
と
，
ヶ

こ

Ｌ
ｃ
。四は一一囀［̈
一］一一一一一一一̈
一̈
一「い一一』一一”，同時こ一̈
一一̈一一］一中『輌］峙一

第
二
種
浸
潤
剤
等
入
り
水

第
一
一種
浸
潤
剤
等
入
り
水

第

一
種
浸
潤
剤
等
入
り
水

第
二
種
機
械
泡

第

一
種
機
械
泡

強
化
液 消
火
薬
剤
の
種
類

二
　
〇 0

五
　
〇 ○

五

・
０

五
　
〇
消
鉢
燿
『
あ
量

二
　
四
～
三
　
〇

三
　
六
～
四

五

六
　
〇
～
七

五

三

　

六

～

四

五

六
　
〇
～
七

五

六

・
〇
～
七

五

試
験

3:
容
量

三
十
三
十
五

四
十
三
十
五

四
十
四
十
消
火
薬
剤
の
放
射
時
間

（秒
）

ω ●L因 口回 日 日
第
十
九
第
五
号
中

「し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を

「す
る
こ
と
」
に
改
め
、
同
第
六
号
中
「日
か
ら
凩
ま
で
」
を
記
盗

に
、
「し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を

「す
る
こ
と
」
に
改
め
る
．

第
二
十
中
第
十

一
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
五
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
四
号
を
第
五
号
と

し
、
同
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

林
二
柱
鵜
動
訛
種
開
疑
嘲
「
』
』
っ
訛
恥
⇒
賓
韓
、
「副
臓
「
獅

「
の
読
錬
「
劇
颯
斑
ヽ
同
号
を
同
第
〓
号
と
し
、
同
第

一
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

二
　
Ｉ
型
又
は
■
型
の
別
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

田閃 国消
火
薬
剤
で
、
前
号
日
か
ら
回
ま
で
及
び
日
に
定
め
る
も
ら
の
ほ
か
、
次
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。　
′
‐

日
　
放
射
さ
れ
る
泡
は
、
耐
火
性
を
持
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
ご
と
．

口火軌綿盛教魂磁蹴猪れは激冊株鍬̈
鴻の“わ“」麦一この場合において、液状又は粉末状の消

国糧輛睡」峙雑動制繰驀『韓』攀れ裁嚇］榊「摯鳴曇赫赫韓織韓携鈴載』「贅動翡い「残瞳̈
熔

消
火
薬
剤
の
放
射
が
終
了
し
た
持
に
炎
が
認
め
ら
れ
ず
、
か
つ
、
放
射
が
終
了
し
て
か
ら
一

ま

で
の
間

に
再
燃

ル

な

い
場
合

に
、

こ
の
試

験

に
適
合
す

る
も

の
と
判
定

す

る

こ
と
、

別
図
九
に
示
す
Ｆ
模
型
を
用
い
る
こ
と
．

鰯
螺
峰
載
一幅
搾
腱
電
燭
嬌
ガ
筵
財
訴
郵
罐
輔
楽
農
輝
３
一．

鯨
鳳
叫
蹟
鰤
』
柱
け
確
往
ガ
蹴
罐
翻
消
火
器
か
ら
消
火
蘇
剤
セ
放
射
し
、
消
火
を
開
始
す
る
こ
と
．

温
度
二
十
度
の
状
態
に
お
い
て
行
う
こ
と
．

一分
を
経
過
す
る
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別
図
二
を
次
の
よ
う
に
政
め
る
。

範
〓
囚
Ｎ

別
図
二
の
次
に
次
の
七
図
を
加
え
る
．

コ
〓
口
ω

〓^
目
一
”
」
ゝ
―
で
こき

０
責
，
ヽ

８

■

8[■^
育

¨
″
ヽ
ヽ
１

て
こ

，

１
０
澪
Ｅ
Ｄ
Ｆ
”
■
●
■
露
澪
〓
日
〓

』
こ
国

ヽ

コ
一ｍ
中
ｏ

じ
諄
，
，
　
　
　
澪
Ч
、
、
、
壼
●
彗
■
一

〔
〓
Ｆ

¨
＾
一
、
―

｝
、こ
　
　
　
　
＾ヽ

ヨ
）

予
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枷
二
凶
ｏ

囀
副

蝙

墨̈

難

琲

攀鞘
鵠
鶏
騨
い跳
野
滋
弾
燃
螺
等
ド
＋
３
日ヽ
ま
“，

（■
，

¨
″
ヽ
ゝ
―

，
Ｓヽ

枷
」
ｍ
一
ヽ

”
」
「
一
〇

「
〓
凶

●

〔玉
，

¨
あ
ヽ
ゝ
―
で
こ

“

″
ヽ

Ｆ

´

澪

”

ヽ

一
■

■

ヽ

咄

卜

ヽ

卜

，

ヽ
十

日
ヽ

¶

卜

ヽ

「

こ

こ

Ｓ

ヤ
コ

，
¨

“

・
・

対^
”
藩
巨
）

尋絆
覇

ミヽ
ニ
書
霊
轟
「資
時
口、
群
尊
↓
ァミ
ト
‥
吉
、
ト

＾
勾
藩
に
）

尋
■

●藩ヽ電、、、、澪
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附
　
則

（施
行
期
日
）

１
　
こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（経
過
措
置
）

２
　
こ
の
告
示
の
施
行
の
際
現
に
バ
ッ
ケ
ー
ジ
型
自
動
消
火
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
防
火
対
象
物
若
し
く
は
現
に

パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
自
動
消
火
設
備
の
設
置
に
係
る
工
事
中
の
防
火
対
象
物
又
は
施
行
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
二
月
三

十
一
日
ま
で
に
パ
ツ
ケ
ー
ジ
型
自
動
消
火
設
備
の
設
置
に
係
る
工
事
を
開
始
す
る
防
火
対
象
物
に
お
け
る
当
該
バ
ッ

ケ
ー
ジ
型
自
動
消
火
設
備
の
う
ち
、
改
正
後
の
平
成
十
六
年
消
防
庁
告
示
第
十
二
号
第
二
十
第
二
号
の
規
定
に
適
合

し
な
い
も
の
に
係
る
技
術
上
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

， ネ
ツ
■

を
え
ヶ
出
し
，
滞
火
ロ
ボ
ッ

ト
が
最
適
な
方
濃
を
判
断
υ

て
消
火
す
る
一
， ボ
ツ
一
の

カ
メ

口 :

,1ヾ
|

ン`

ト|

諄
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事 務 局 だ よ り

◎組合員情報

代表者変更 :山王スペース&レンタル株式会社

新代表取締役  山本啓之

◎共済制度について

●消防設備保守・点検・設置工事等の賠償責任保険 :

三井住友海上火災保険株式会社 (代理店・株式会社サンリビング)と提携

しています。請負業者賠償責任保険・生産物 (完成工事)賠償責任保険・

受託者賠償責任保険がセットになつた総合型の保険です。

●自動車共済制度 :

関東自動車共済共同組合と提携しています。

●団体傷害補償制度 :

三井住友海上火災保険株式会社 (代理店・株式会社サンリビング)と提携

しています。

◎ ご注文は今後もFAXでお願いします。

組合員の皆様には、いつも FAXでご注文をいただき誠にありがとうござ

います。ご注文の商品名・数量等間違いのない納品をさせて頂くために、

ご注文は今後ともFAXでお願いいたします。
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